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『

仁
王

経
開
題
』

の

背
景
思
想

足

　
立

　
俊

　
弘

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

一

は

じ
め

に

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
（
ユ）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2）

　
弘
法
大
師
空

海
の

作
と

さ

れ

る

『

仁
王

経
開
題
』

（

以

下

『

開
題
』

）

は

護
国
経
典
と

し
て

名
高
い

『

仁
王

経
』

の

開
題
で

あ

る
。

『

仁
王

経
』

は

古
来

、

中
国

、

朝
鮮

、

日
本
に

お
い

て

護
国

経
典
の
一

つ

と

し
て

尊
ば

れ

て

お
り

、

経
に

も
と

つ

く
仁
王

会

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　〔
3）

が
し

ば

し
ば

催
さ

れ
た

。

中
国
で

は
、

陳

武
帝
の

永
定
三

年
（

五

五

九
）

に

仁
王

大
斎
が

開
か
れ

た

の

を

初
め

と
し

て
、

唐
代

に

至

る
ま

で

盛
ん

に

行
わ

れ
た

。

日

本
で

は
、

斉
明
天

皇
六

年
（

六

六

〇
）

五

月
、

百

高
座
と

百

衲
袈
裟
を

造
り
仁
王

般
若
会

　
　
（
4）

を

設
け
て

以

降
、

宮
中

や

諸
寺
で

護
国
法
会
と

し

て

頻
繁
に

行
わ

れ
た

。

一

方
で

『

仁
王

経
』

に

は

古
く
か
ら

「

偽
経
」

と
の

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
〔
5）

疑
い

が
つ

き
ま
と
っ

て

お

り
、

そ
の

成
立
に
つ

い

て

様
々

な

議
論
が

あ
る

が
、

現

在
に

至
る

ま
で

明

確
な

結
論
は
出
て

い

な
い

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
6∀

　
『

仁
王

経
』

の

注
釈
疏
は

、

経
録
や

現
存
注

釈
疏
中
の

佚
文
な
ど
か

ら
、

数
多
く
存
在
し
た

こ

と

が

知
ら
れ
る

が
、

唐

代
ま

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
7）

　

　

　

（
8）

　

　

　

〔
9）
　

　

　

（
10）

で

の

中
国
撰
述
の

も
の

は
、

『

智
顎

疏
』

、

『

吉
蔵
疏
』

、

『

円

測
疏
』

、

『

良
賁

陸

が

現

存
し
て

お

り
、

他
に
も

敦
煌

出
土

古
写

　
　

　
　
　

　
　
　
　（
11）
　
　
　
　
　
　
　
（
12）

本
の

『

仁
王

般

若
実
相
論
』

と

『

仁
王

経
疏
』

が

大
正

蔵
に

収
め
ら
れ

て

い

る
。

こ

れ
ら

現
存
し
て
い

る

も
の

の

う
ち

、

最
も

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
13）

成
立
が

早
い

と

思
わ

れ
る

の

は

隋
代
の

『

吉
蔵
疏
』

で

あ
る

が
、

敦
煌
出
土

本
『

仁
王

経
疏
』

に

は
、

「

開
皇
十
九

年
（

五

九
九）
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六

月
二

日
」

の

日
付
が

あ
り

、

『

吉

蔵
疏
」

と

と

も
に

現
存
注
釈
疏
と

し
て

は

最
古
層
に

属
す

。

た

だ
し

散
逸

し
た

『

真
諦
疏
』

は

『

吉
蔵
疏
』

に

た
び
た

び

引
用

さ
れ

る
た
め

、

こ

れ
よ

り
古
い

こ

と

が

確
認
さ
れ

る
。

こ

の

後
に

唐
代
の

『

円
測

疏
』

、

『

智

　
　

　
　
　

　
　
　

　
〔
14）

顎

疏
』

、

『

良
賁
疏
』

が

続
く

。

こ

の

中
で

『

良

賁
疏
』

だ

け
が

不
空

訳
に

対
す
る

注

釈
で

あ
り

、

他
は

羅

什
訳
を

用
い

て

い

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
（
15）

日

本
撰
述
の

注

釈
疏
は

、

八

世
紀
中

頃
に

成
立

し
た
と

思
わ
れ

る

行
信
の

『

仁
王

経

疏
』

が

あ
る

。

大
師
以

前
成
立
の

注

釈
で

現
存
す
る

の

は

以
上

挙
げ
た

七

本
で

あ
る

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
16）
　
　
　
　
　
　
　

（
17）

　
『

開

題
』

に

は

「

具
如
疏

釈
」

、

「

具
如
疏
釈
之
」

と
二

ヶ

所
に

お
い

て

他
の

仁
王

経
疏
か

ら
の

影
響
を

示

す
記
述
が

見
ら
れ

る
。

先
学
は

こ

の

「

疏
」

を
、

『

智
顕

疏
』

、

『

吉
蔵
疏
』

、

『

円

測
疏
』

、

『

良
賈
疏
』

な
ど

漠
然
と

中
国

撰
述

注

釈
疏
を

想
定
し

て
、

そ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
（
18）

の

う
ち
の

特

定
の

疏
を
指

す
と

は

見
て
い

な
い

。

本
研

究
の

目

的
は

、

こ

の

「

疏
」

が

あ
る

特
定
の

疏
を

指
す
も
の

と

仮
定
し

、

そ

れ
が

何
で

あ
る

か

を

突
き
止
め

る

こ

と
に

よ

り
、

「

開
題
』

に

お

け
る

背
景
思

想
を

明
ら
か

に

し
、

さ
ら
に

は

弘
法
大
師
教
学

に

お

け
る

護
国
思

想
解
明
の
一

助
と

す
る

こ

と

で

あ
る

。

調
査
の

対
象
と

す
る

の

は

先
の

七

本
の

注

釈
疏
で

あ
る

。

こ

れ
ら

の

疏
は

、

そ
れ
ぞ
れ

先
に

成
立

し

た

疏
の

影
響
を

受
け
て

い

る

場
合
が

あ
る

。

例
え
ば

、

『

円

測
疏
』

に

は

現
存
し
な
い

『

真
諦
疏
』

が

し
ば

し
ば

引
用
さ

れ
る

他
、

『

吉
蔵

疏
』

の

影
響
も

見
ら

れ

る
。

『

真
諦
疏
』

は

『

吉
蔵
疏
』

に

も

引
用
さ

れ
て
い

る
。

ま
た

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
19）

『

智
顕
疏
』

に

は

『

吉
蔵
疏
』

と

『

円

測
疏
』

の

影
響
が

見
ら
れ

、

『

良

賁
疏
』

に

は

し

ば

し

ば

『

円

測
疏
』

の

影
響
を

認
め

る

　
　

　
　（
20）
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
21）

こ

と

が
で

き
、

『

智
顕
疏
』

を

参
照

し
た

あ
と

も

確
認
で

き
る

。

さ
ら
に

『

行
信
疏
』

は

全
段
が

『

円
測
疏
』

の

抄
出
と

い

う
構

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
讐

成
に

な
っ

て

お

り
、

他
に

『

吉
蔵
疏
』

や

唯
識
系
学
匠
の

疏
を

も
っ

て

補
っ

て

い

る
。

『

開
題
』

と

各
疏
の

調
査
は

、

こ

の

よ

う

な
相
関
関
係
に

十
分
注
意
を

払
い

つ

つ

お
こ

な
っ

た
。

　
結
論
の
一

部
を

先
に

述
べ

る

と
、

『

開
題
』

に

は
、

『

円

測
疏
』

、

『

良

賁
疏
』

の

影

響
が

随
所
に

見
ら

れ
る
一

方
、

敦
煌
出

土

本
二

本
の

他
、

『

吉
蔵
疏
』

、

『

智
顕

疏
』

、

『

行
信
疏
』

か

ら
の

直
接
的

影
響
は

確
認
で

き
な
か
っ

た
。

こ

こ

で

は
、

調
査
の

結
果

を
、

「

不
空

訳
と

羅

什
訳
」

、

「

三

時
教
判
」

、

「

内
護
外
護
」

、

「

釈
題

目
」

、

「

三

分
科
経
」

、

「

護
国
品
の

科
文
」

、

の

六

項
目
に

集

32

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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約
し
て

報
告
し
、

最
後
に
一

考
を

加
え
る

。

二

　
不
空
訳
と

羅
什
訳

『

開
題
』

は
、

羅
什
訳
と

不
空
訳

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
23）

ど

ち
ら
の

開
題
で

あ
る

の

か
。

本
文
に

は
、

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

經
有
四

譯
。

一

晉

代
三

蔵
竺

法
護
譯
為
一

巻
。

巨
唐
三

蔵
不
空

譯
為
二

巻
。

然

晉
本
方
言

尚
隔

。

二

後
秦
三

蔵
鳩
摩
羅
什
譯
為
兩
巻

。

三

梁
朝
三

蔵
真
諦
譯

為
一

巻
。

四

梁

本
隠
而

不

行
。

唐
本
間
以

流

布
。

秦
本
盛
傳
宇
内

。

今
所

講
者
是

−（
24）

其
本

。

『仁王経開題 』の背景思 想 （足立 ）

と

あ
る

よ

う
に

、

「

唐

本
（

不
空

訳
V

」

が

あ
る

に

も
か
か

わ
ら

ず
、

「

秦
本
（

羅
什
訳
）

」

を

用
い

る

こ

と

が

明

言
さ

れ

て
い

る
。

ま
た

不
空

訳
に
つ

い

て

は

「

唐
本
間
以
流

布
」

と

記
し
て

お

り
、

「

盛
傳
宇
内
」

と

す
る

羅
什
訳
と
は

普
及
状
況
に

差
が
あ
っ

た

こ

と

が

わ

か
る

。

日

本
で

は

奈
良
時
代
以

来
の

羅
什
訳
『

仁
王

経
』

の

伝
統
が

あ
る
た
め

、

既
に

羅
什
訳
は

相
当
に

広
ま
っ

て

い

た
の

に

対
し

、

『

開
題
』

製
作
当
時
は

、

不
空

訳
は

未
だ

流

布
の

途
上
に

あ
っ

た

こ

と

が

う
か
が

え
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（
25）

　

伝
統
的

に

『

仁
王

経
』

は
、

東
密
に

お

い

て

は

不
空
訳

、

台
密
に
お
い

て

は

羅

什
訳
を

用
い

る

と

さ
れ

て

い

る
。

ま
た

真
言

教
学
に

お
い

て
、

用
い

る

経

典
に

不
空
訳
と

そ
れ

以
外
の

訳
が

存
在
す
る
場

合
、

不
空
訳
を

用
い

る
の

は
一

見
自
明
の

よ

う
で

も
あ
る

。

し
か

も
不
空
訳
『

仁
王

経
』

は
、

『

仁
王

念
誦
儀
軌
』

、

『

仁
王

般
若
陀
羅
尼
釈
』

と
と

も
に

大
師
に

よ
っ

て

請
来
さ

れ

　
　
　
　
（
26）

た

経
典
で

あ

り
、

大
師
が

羅

什
訳
で

な
く

不
空
訳
を

用
い

る

必

然
性
は

十
分
に

存
在
す
る
と

言
え
る

。

．

　

ま
た

『

性
霊

集
』

に

は
、

「

奉
爲
國
家
請

修
法
表
一

首
」

な
る
上

表
文
が

収
め
ら
れ

て
い

る
。
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其
飯
将
来
經

法
申

．

有
仁
王

經
。

守
護
鬮

界
主

經
。

佛
母
明
王

經

等
念

誦
法
門

。

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
〈
27）

調
和
四

時
。

護
國
護
家

。

安
己

安
他

。

此
道

秘
妙
典
也

。

佛
爲
國
王

。

特
説
此

經
。

摧
滅
七

難
。

　
こ

の

文
に

は

弘
仁
元
年
（

八
一

〇
）

十

月
二

牽
七

日

の

B
付
が

あ
る

こ

と

か

ら
、

綱
年
九

月
に

発
生

し
た

薬
子
の

変
に

よ

る

朝
廷
の

混
乱
を

鎮
め
る

た

め

に
、

大
師
が

弟
子
ら

を

率
い

て

修
法
す
る
こ

と
を

請
う
た

も
の

と

み

な

さ
れ
て
い

る
。

こ

こ

で

は
、

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　（
28）
　
　
　
　
　
　
　
（
29）

『

仁
王

経
』

の

他
に

『

守
護
国

界・
王

経
』

、

『

仏
母
明

王

経
』

の

三
つ

の

経

典

名
が

挙
げ
ら

れ
て
い

る

が
。

「

其
齎
将
来
經
法
」

と

あ
る

の

で
、

こ

こ

で

言
う
『

仁
王

経
』

は
、

大
鎌
が

請
来
し
た

不
空

訳
で

あ
り

、

ま
た

「

念
誦
法
門
」

と
の

記
述
か

ら
も

、

や

は

り
羅

什
訳
で

は

な

く
陀

羅
尼
を

備
え
た
不
空
訳
『

仁

王
経
』

を
指

す
こ

と

が

わ

か
る

。

こ

の

文
が

著
さ

れ
た
の

は
、

大
師
帰

朝
後
四

年
が

経
過
し

た
、

高
雄

山
毒
に
住
し

て
い

た
頃
で

、

朝
廷
や

仏

教
界
で

は

大
師
の

存
在
感
が

未
だ

鮮
明
で

は

な
か
っ

た

と

思
わ
れ

る

時
期
で

あ
る

。

わ

ざ
わ
ざ
上

表
文
を

出
し
て

国
家
の

た
め

に

護
国
の

修
法
を

行
い

、

一

宗
の

確
立

を

誇
示
せ
ん

と

す
る

か
ら

に

は
、

奈
良
朝
以
来

伝
統
的
に

用
い

ら

れ
て

い

る

羅
什
訳
で

は

な
く

、

自
ら
が

初
め
て

持
ち
帰
っ

た

不
空
訳
経
典
を

用
い

る
の

は

当
然
で

あ
っ

た

ろ

う
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
30）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31）

　
大

師
と

『

仁
王

経
』

の

関
連
を

示

す
史
料
に
は

、

他
に

「

被
修
公

家
仁
王

講
表
白
」

、

「

講

仁
王

経
願
文
（

或
日
開
題）
」

等
が

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
32＞

あ
り

、

ま
た

『

高

野
大
師
御
広

伝
繍

巻
下
の

天

長
元
年
（

八
二

四
）

九

月
二

十
二

B
条

に

は
、

大
師
が
図

書
寮
に

不
空
訳
吶

仁

王

経
』

を

書
写
せ
し

め
る

内
容
の

太

政
官
符
が

掲
載
さ

れ
て

い

る
。

こ

れ

ら
の

史
料
は

真
偽
が

定
か

で

な
い

た

め
に

、

扱
い

に

は

慎
重
を

要
す
る

。

し
か
し

敢

え
て

言
え
ば

、

こ

れ
ら
は

明
ら
か
に

不
空

訳
と

の

関
連
を

示

す
か

、

ま
た

ど

ち

ら
の

訳
と

関
係

す
る

の

か

判
然
と
し

な
い

の

に

対
し

、

『

開
題
』

だ

け
が

羅
什
訳
と
の

関

係
が

は
っ

き
り

認
め
ら

れ
る
唯
一

の

文
献
史
料
で

あ
る

と

い

う
こ

と
が

指
摘
で

き
る

。

34
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最
後
に

『

仁
王

経
』

諸
訳
に
つ

い

て

述
べ

た

釈
文
に
お

け
る

、

『

開
題
』

と

『

暑
疏
』

縮
測
疏
』

と

の

関
係
に
つ

い

丕

言
付

け
加
え
る

。

『

良
賁
疏
』

の

記
述
は

『

円
測
疏
』

に

依
っ

て
い

た

た

め
か
よ

く
似

て
い

る
。

『

開
題
』

は

両

疏
に

よ

く
似

て

い

る
の

で
、

ど

ち
ら
か

あ
る

い

は

両

方
を

参
照
し

た

と

思
わ

れ
る

。

三

　
三

時
教
判

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

『

開
題
』

に
は

、

法
相
教

学
で

説
か
れ
る

三

時
教
判
に
つ

い

て

言

及
し

て

い

る

部
分
が

あ
る

。

設
教
三

時
化
生
千
品

。

初
為
趣
聲
聞

乗
之
者
轉
四

諦
法
輪

。

次
為
趣
菩
薩
乗
之

者
説

諸
部

般
若

。

後
為
趣
一

切

乗
之
者
説

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
34）

中

道
一

乗
。

今
此
經
者

。

據
教
判
則

属
第
二

時
。

據
理
決

則
通

第
三

時
。

「仁王経開題』の 背景思想 （足立）

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
35∀

　
こ

こ

で

は
、

三

時
教
判
の

根
拠
と

さ
れ

る

『

解
深

密
経
』

無
自
性
品
の

所
説
を

略
述
し

た

後
、

「

『

仁
王

経
』

は
三

時
教
判
に

従
え
ば

第
二

時
に

属
す
る
が

、

理
決
に

依

れ
ば
第
三

時
に

通

ず
る
」

と

説
い

て
い

る
。

こ

の

説
か

ら
二

つ

の

こ

と
が

読
み

取
れ

る
。

一

つ

は
、

『

仁
王

経
』

を
第
三

時
了

義
教
に

通

ず
る

も
の

と

位
置
付
け

、

三

時
教
判
の

枠
組
み

の

中
で

本
経
の

価
値
を

高
め

よ

う
と

し
て
い

る

こ

と
。

も
う
一

つ

は
、

般

若
経
典
で

あ
る

が

故
に

本
来
は

第
二

時
に

属
す
べ

き
『

仁
王

経
』

を
、

理

決
に

依

れ

ば

第
三

時
教
と

同
等
で

あ
る

と

す
る

、

独
特
の

見
解
を

示
し
て
い

る

こ

と

で

あ
る

。

　
三

時

教
判
に

お

け
る

『

仁
王

経
』

の

位
置

付
け
に

関
し
て

は
、

『

円
測
疏
』

と

『

良
賁
疏
』

の

双
方
に

説
か

れ

て
い

る
。

『

良

賁
疏
』

の

記
述

は

『

円
測
疏
』

を

参
考
に

し
た

も
の

と

思
わ

れ
る

が
、

若
干
内
容
が

異
な
る

。

こ

こ

で

は

『

開
題
』

と

円

測
良

賁
二

疏
の

内
容
を
比

較
検
討
す
る

。

ま
ず
『

円
測
疏
』

で

は

次
の

よ

う
に

説
か
れ
る

。
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此
經
世
尊
自
料

。

三

法
輪
中

無
相
爲
宗

。

故
解
深

密
經

作
如
燈

説
。

初
爲
發

趣
聲
聞
乗

者
。

説
四

諦
輪

鴿

撫

阿

次
爲

發
趣

菩
薩
乗
者

。

無
相
輪
灘
鍛

後
爲
發
趣
一

切
乗
者

。

説
了

義
教

。

（

中
略
〉

問
若
爾
如
何
第
二

無
相

。

名
爲
不

了
。

解
云

。

據

實
具
説
三

種
無
自
性
性

。

理
無
淺
深

。

以

隠
密
相

。

言
一

切
法
無
自
性
等

。

而
不

分
別
配
三

無
性

。

深
密
經
等

。

廣
顯
三

種
無
自
姓
性

。

是
故
第
三

法
輪
門

中
。

加
無
自
性
性
四

字
。

意
顯
別
有
三

無
性
理

。

由
是
名
爲
了
不

了
義

。

非
理

淺
深

名

　
（
36坤

了
不
了
ゆ

36
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円
測
は

、

『

仁
王

経
』

は

第
二

時
無
相
を

宗
と

す
る

と

述
べ

た

上

で
、

そ

の

根
拠
と

し

て

『

解
深
密
経
』

無
自
性
相
品
の

説
文

を

引
く

。

そ

し
て

、

「

こ

の

無
相
輪
は

三

性
中
の

い

ず
れ
を
遣
る
の

か
、

三

無
性

中
の

い

ず
れ

に

依
る

の

か
」

と
い

う
問
い

を

設

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
37）

定
し

、

長
文
の

た

め
こ

こ

に

は

引
攤
し
な

か
っ

た

が
、

更
に

清
辨
と

護
法
の

論
争
に
つ

い

て

述
べ

て
い

る
。

そ

し
て

最
後
に

再

び
、

「

な
ぜ

第
二

時
無
相
輪
を

不

了
と

名
づ

け

る
の

か
」

と

い

う
問
い

設

定
し
た

上
で

、

「

第
二

時

教
も

第
三

時
教
と

同
じ

く
三

種
無
自
性
性
を

説
い

て

お
り

、

双
方
の

理
に

浅
深
は

無
い

。

た

だ

第
二

時
教
は

、

隠
密
相
を

も
っ

て

説
き

、

第
三

時
教
は

経
文

に

「

無
自
性
性
」

の

四

字
を
加
え
て

顕
わ
に

説
く
か

ら
、

了
・

不
了
と

名
づ

け
る

に

過
ぎ
な
い

。

理
に

浅
深
が

あ
る
か

ら

了
・

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
38）

不
了
と

す
る

の

で

は

な

い
。

」

と

述
べ

て

い

る
。

こ

の

部

分
に

は
、

『

仁
王

経
』

を

釈
す
る

に

あ
た
っ

て
、

唯

識
に

よ

る

こ

と
の

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
39＞

正
し

さ
を

示
そ

う
と

す
る

意
図
が

あ
る

と
い

う
こ

と

が

先

学
に

よ

り
指
摘
さ

れ
て

い

る．

　
一

方
良
賁
は

円

瀾
と
同
じ

く
三

時
教
判
説
に
つ

い

て

述
べ

て
い

る

が
、

内
容
に

は

相
違
が

認
め

ら
れ

る
。

良
賁
は
ま

ず
、

「

明

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　
（
40＞

経
宗
」

の

段
で

、

「

若
論
至

理
清

浄
法

界
言
語

道
斷

。

宗
何
所
心

厘

と
し

て
、

経
宗
な
ど

論
ず
べ

き
で

な
い

と

断
ず
る

。

そ
し
て

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
41
｝

「

今
依

文
判

教
」

と

し

て

三

時

教
判
説

等
を
述
べ

る

が
、

最
終
的
に

は

「

聖

不

相
違
」

と

締
め

く
く
っ

て

い

る
。

つ

ま
り
経
宗
の

別
を
認
め

な
い

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

そ
し
て

「

所
攝

所
被
」

段
の

「

時
所
攝
」

に
お
い

て

次
の

よ

う
に

説
く
。
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若
唯
頓
教
時
但
唯
一

對
不
定
性

。

大

由
小

起
漸
次
而

被
可

有
三

時
。

解

深
密
経
約
此
而
判

。

今
者
此

經
約

漸
次

説
容
第
二

時
。

随
頓
教
性
總
不
立
時

。

設
令
立

時
第
三

時
故

。

何
以

知
然

。

廣

明
大
乗
十
四

忍

門
。

從

淺
至

深
革
凡

成
聖

。

具
明
空

有
備
陳
行
位

。

豈
但
説
空
爲
第
二

時
。

問

解
深

密
經
據
説
空

教
諸
般

若
等
爲
第
二

時
。

又

大
般
若
數
處
經
文
諸
天

讃
佛
云

第
三

時
。

答
如
彼
經
中

説
非
空
有
爲
第
三

時
。

如
華
厳
等

。

理

實
而
言

。

華
厳
十
地

金
光

明
等
具
明
大
乗
非
空

非
有
治
斷

行
位
三

賢
十
地

故
爲
第
三

。

此
經
亦
然

。

豈
爲
第
二

。

又

彼
據
漸
次
可
云

第
二

。

此

約
頓
悟
故
云

第
三

。

進

退

皎
然
豈

違

（
42）

教
也

。
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『仁王経開題』の 背景思想 （足立）

　

良
賁
は

「

若
し

頓
教
な
ら

時
は
一

つ

で

あ
る

が
、

不
定
性
に

対
せ

ば

大
は

小
よ

り
起
こ

り
漸
次
と

な
る
の

で
、

三

時
が

あ
る

。

今
こ

の

経
を

漸
次
に

約
し
て

第
二

時
と

す
る
が

、

頓
教
に

随
え
ば

総
じ
て

時
は

立
て

な
い

。

仮
に

時
を
立
て

て

三

時
と

い

う
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
43）

け
で

あ
る

。

」

と

し
て

い

る
。

こ

れ
は

窺
基
撰
『

成
唯
識
論
述

記
』

の

説
を

参
照

し
た
と

思
わ

れ
る

。

『

良
賁
疏
』

で

は

更
に

、

『

仁
王

経
』

は

『

華
厳
経
』

等
と

同
じ

く
「

大
乗
非
空
非
有
治
断
行
位
三

賢
十
地
」

を

明
か

す
の

だ
か

ら
第
三

時
と

す
べ

き
で

あ

り
、

漸
次
に

依
れ
ば

第
二

時
だ
が

頓

悟
に

約
せ

ば

第
三

時
で

あ
る
と

結
論
付
け
て
い

る
。

　
『

円
測
疏
』

も

『

良

賁
疏
』

も
、

第
二

時
と

第
三

時
の

差

異
を

強
調
せ

ず
に

、

『

仁
王

経
』

が

第
三

時

了
義
教
に

等
し
い

と

結

論
付
け
て

い

る

点
で

は

大
同

で

あ
る

。

た

だ

し

『

円
測
疏
』

で

は
、

第
二

時
教
も

第
三

時
教
も
無
相
の

理
を

説
く
と

い

う
点
で

は

同

等
で

あ
り

、

理
に

お
い

て

浅
深
は
無
い

と
し

て
、

「

理
」

を
強
調
し
て
い

る
。

一

方
で

『

良
賁
疏
』

は
、

『

成

唯
識

論
述
記
』

の

説
に

随
い

、

頓
漸
の

概
念
を

用
い

て

『

仁
王

経
』

の

価
値
を

高
め
よ

う
と

図
っ

て

い

る
。

　
『

開
題
』

は

両
疏
と

同
じ

く

『

仁
王

経
』

を

第
三

時
教
に

匹
敵
す
る
と

位
置
付
け
て

い

る
。

た
だ

し
「

依
理
決
」

と

し
て

根
拠

を
「

理
」

に

求
め
て

お

り
、

そ
の

点
で

「

理
」

を

強
調

す
る

『

円
測
疏
』

に

よ

り
近
い

と

言
え
る

。
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ま
た

『

般
若
心
経
秘
鍵
』

に

も
、

三

時
教
判
に
つ

い

て

言
及
し
て
い

る

部
分
が

あ
る

。

或
問
云

般
若
第
二

未
了
之

教
。

何
能
呑
三

顕
之
経

。

如
来
説
法
一

時
含
五

乗
之

義
。

一

念
説
三

蔵
之
法

。

何
況
一

部
一

品

何
匱
何
無

。

亀

卦
爻

著
含
萬
象
而
無
盡

。

齋
網
聲
論
呑
諸
義
而
不
窮

。

難
者
日

若
然
前
来
法
匠
何
不
吐

期
言

。

答
聖
入

投

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
44）

藥
随
機
深
淺
賢
者
説
黙

待
時
待
人

。

吾
未

知
。

蓋
可

言
不
言

不
言
不
二一
目

不
言
言
之

。

失
智
人

断
而
已

。

38
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こ

こ

で

大
師
は

問
答
を
設
定
し
て

い

る
。

ま
ず

難
者
が

、

「

般
若
は

第
二

時
未

了
の

教
で

あ
る

の

に

何
故
第
三

時
の

経
典
を

呑

む
の

か
」

と
い

う
問
い

を

発
す
る

。

そ
れ
に

対
し

大
師
は
、

「

如
来
の

説
法
は
一

時
に

五

乗
の

義
を

含
み

、

｝

念
に

三

蔵
の

法
を

説
く

」

と

答
え
る

。

問
い

の

前
提
で

あ
る
三

時
教

判
を

全
く

無
視
し
た

論
法
で

あ
る

。

『

般

若
心
経
』

を

般
若
経
典
と

し
て

で

は

な

く
、

密
教
経
典
と

し
て

解
釈
す
る

と
い

う
目
的
の

も
と

で

著
さ
れ

た

本
書
の

牲
格
の
一

端
を

表
し
て
い

る

と

言
え
る

だ
ろ

う
。

そ

れ
に

対
し
て

『

開

題
嘸

は
、

あ
く
ま
で

も
三

時

教
判
の

枠
総
み
か
ら

離
れ

よ

う
と
し
て

お
ら

ず
、

『

秘
鍵
』

に

お

け
る

態
度
と

は

明
ら
か
に

隔
た

り
が
あ
る

。

四

　
内
護
外
護

『

開
題
』

と

そ
れ
以

前
の

諸
疏
に

は
、

内

護
外
護
と

い

う
語
を

用
い

、

「

内
外
」

の

二

元

論
的
枠
組
み

で

経
典
を

理

解
す
る

方

法
が

見
ら
れ

る
。

説
か
れ

る

内
容
を

整
理
す
る

と
、

以
下

の

　
 

各
品
の

内
護
外

護
へ

の

配

当

　
 
内
外
の

枠
組
み

に

も
と
つ

い

た

「

国
」

の

定

義

三

点
に

ま
と
め
る

こ

と

が

で

き
る

。
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『仁王経 開題』の 背景思想 （足立）

　
 
能
護
（

護
る
主

体）

と

所
護
（

護
ら
れ

る

対
象
）

　
こ

の

項
で

は
、

こ

の

三

点
に
つ

い

て
、

『

開
題
』

に

お

け
る

他
疏
か
ら

の

影
響
を

検
証
す
る

。

ま

ず
 
で

あ
る
が
、

諸

疏
の

う

ち
で

、

各
品
の

内
護
外
護
へ

の

配
当
が

最
初
に

見
ら

れ
る

の

は

『

吉
蔵
疏
』

で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　（
45）

　
　

第
一

前
之
三

品

明
能
護
波
若
亦

名
内
護

。

第
二

護
國
一

品

明
所
護
國
亦
名

外
護

。

　
『

吉

蔵
疏
』

で

は
、

観
空

品
、

菩
薩

教
化

品
、

二

諦
品
の

三

品
を

内
護
に

、

護
国
品
を

外
護
に

配

当
し
て

い

る
。

『

円
測

疏
』

は

以

下
に

示

す
通
り

、

『

吉
蔵
疏
』

と

全
く

同
じ
配

当
で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
46）

　
　

明
正

説
分

。

總
分
爲
三

。

初
有
三

品
。

正

名
内
護

。

次
護
國
品

。

辨

其
外
護

。

後
散
華
品

。

荷
恩

供
養

。

　
『

良
貴

疏
』

は
、

内
護
に

序
品
以

下
の

三

品
を

配

当
す
る

と

い

う
点
で

は

『

吉
蔵

疏
』

・
『

円

測
疏
』

と

同
じ

だ

が
、

外
護
に

は

護
国
品
の

他
に

不
思

議
品
と

奉
持

品
も
加
え

て
い

る
。

　
　

國

有
淨
穢
分
爲
二

護
。

即

前
三

品
明
其
内
護

。

護
佛
菩
薩
諸
浄
土

故
。

觀
如
来
品
彰
其
果
徳

。

菩
薩

行
品
具
明

修
因

。

後

　
　

二

諦
品

前
二

依
故

。

後
之
三

品
明
其

外
護

。

護
諸
王

等
所
居
土

故
。

初
護
國
品
明
其
報
得

。

不
思

議
品

彰
法
勝
能

。

後
奉

　
　
　

　
　
　
　（
47）

　
　

持

品
明
前
二

故
。

　
『

開
題
』

で

は
、

「

第
一

叙
来
意
」

の

初
め

に

次
の

よ

う
に

説
か

れ

る
。

39
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第
一

叙
来
意
者

。

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
強

上

明
内
護
護
出
世
之
行
相

。

今
説

外
護
護
世
間

之
因
縁

。

　
「

今
」

と
い

う
の

は

護
国
品
を

指
す
の

で

あ
る

か
ら

、

護
国
品
は

外
護
を

説
く
も
の

と

さ
れ
る

。

ま
た

「

上
」

と

い

う
の

は

護

国
品
の

前
の

、

観
空
品

、

菩

薩
教

化
品、

二

諦
品
の

三

品
を
指

す
の

で
、

こ

の

三

品
は

内
護
を

明
す
と

さ
れ

る
。

こ

の

配
当
は

『

吉
蔵
疏
』

、

『

円

測
疏
』

と

冊
じ
で

あ

り
、

直
接
的
に

は

『

円
測
疏
』

か
ら
の

影
響
と

見
る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

　
次
に

 
の

、

「

国
」

の

定

義
で

あ
る

が
、

『

円

測
疏
』

に

お

け
る

護
国
品
の

「

釋
品

名
」

段
に

は
、

『

真
諦
疏
』

に

お

け
る

「

国

土
」

の

二

義
が

引
用
さ

れ

て

い

る
。

そ
こ

に

は
、

40
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若
依
本
記

。

國
土

有
二

。

一

世
間

。

二

乗
凡
夫

。

二

出
世

。

十

信
至

十
地

。

賊

有
二

。

一

外
。

劫

盗
禽
獣
等

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
49）

謂
煩
悩

。

護
有
二

。

一

外
。

鄒

百

部
鬼
神

。

二

内
。

所
謂
智
慧

。

若
内
若
外

。

悉
是
諸

佛
菩
薩
神
力

。

二

内
。

所

と

あ
る

。

真
諦
は

「

国
土
」

の

義
に
つ

い

て
、

「

世
間
」

と

「

墨
世

間
」

の

二

義
あ

り
と

し
て

い

る
。

真
諦
は

ま
た

、

「

賊
」

と

「

護
」

に
つ

い

て

そ
れ

ぞ
れ
内
外
二

義
あ
り
と

説
い

て

い

る

の

で
、

「

国
土
」

に
つ

い

て

も
内

外
の

語
は

用
い

て

い

な
い

も
の

の
、

岡
様
に

内
外
の

二

義
を

述
べ

た

も
の

と

考
え

ら
れ
る

。

　
『

円
測
疏
』

で

は

こ

の

『

真
諦
疏
』

の

引
用
の

後
に
、

次
の

よ

う
に

自
釈
が

述
べ

ら
れ
る

。

今
解

。

般

若
能
護
人
天

國
土

。

故
名
護
國

。

經

爾
時
般
若
波
羅
蜜

。

釋
臼

。

自
下
第
二

依

文
正

釋
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
50）

皆
是
内
護

。

護
人
天

處
。

即

是
外
護

。

上

來
已
釋
二

種
内
護

。

故
今
第
二

明

護
國
品

。

能
護
佛
果

及
十
地

行
。
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（
51）

　
こ

れ

に

よ

れ

ば
、

『

円
測

疏
』

に

お

け
る

「

国
」

と

は

「

人
・

天
・

国
土
」

と
い

う
こ

と

に

な

る
。

円
測
は

、

こ

の

「

人
．

天
・

国
土
」

を

護
る
こ

と
が

す
な
わ

ち
外
護
で

あ
る

と

し
て
い

る
。

護
ら
れ

る

対

象
と

し
て

の

「

国
」

を

考
え

る

場
合

に

「

内

外
」

の

枠
組
に

も
と

つ

い

た

定
義
づ

け
を

す
る

と
い

う
点
で

、

円

測
は

真
諦
を

継
承

し
て

い

る
。

た

だ

し

円

測
の

言
う
「

国

（

11
人
・

天
・

国

土
）

」

は
、

真
諦
の

示
し

た
二

義
の

う
ち
の

「

世
間
」

と

合
致
す
る

。

真
諦
が

広
義
の

「

国
」

を

示
し

た

の

に

対

し
、

円

測
が
説
い

た
の

は

狭
義
の

「

国
」

で

あ
る
と

も
言
え
る

だ
ろ

う
。

　
『

良
賁
疏
』

で

は
、

先
の

 
で

示
し

た

観

如
来
品
の

釈
文
中
に

「

国
」

の

定
義
が

見
ら

れ
る

。

す
な
わ

ち
良
賁
は

「

國
有
淨
穢

分
爲
二

護
。

」

と

し
て

、

「

国
」

に

「

浄
」

と

「

穢
」

の

二

護
あ
り
と

釈
し

て
、

こ

れ

を

内
護
外
護
に

配

当
し

、

「

浄
」

を

「

佛
菩

薩
諸
浄
土
」

、

「

穢
」

を

「

諸
王

等
所
居
土
」

と

し
て

い

る
。

こ

こ

で

も

同
じ

く
内

外
の

枠
組
が

用
い

ら

れ
て

い

る

が
、

狭
義
の

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
52）

「

国
」

を
と
る

『

円
測

疏
』

で

は

な

く
、

世

間
出
世
間
の
二

義
あ

り
と

す
る

『

真
諦
疏
』

に

近
い

。

　
一

方
「

開
題
』

で

は

次
の

よ

う
に

説
か
れ

る
。

N 工工
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「仁王経開題』の 背景思想 （足立）

言

護
國
者

。

國
之

言

雖
是

惣
名

。

欲

明
法
用

更
為
別

品
。

有
情
世

間
及

器
世

間
合
名
為
國

。

般
若
能
護
此
二

世

間
。

攘
実

　

　

　
　
（
53）

招
福

故
名
護
國

。

　
『

開
題
』

は
、

三

種
世

間
の

う
ち
有
情
世
間
と

器
世

間
が
「

国
」

で

あ
る
と

す
る

。

こ

こ

で

は
、

有
情
世
間
と

器
世

間
が
ひ

と

括
り
に

さ
れ

て

い

る
こ

と

に

注
目
し

た
い

。

そ

れ
に

よ

り
、

こ

の

三

種
世
間
を

世

間
出

世

間
の

二

元

論
に

捉
え

な
お

す
こ

と

が

可
能
に

な
る

。

す
な
わ

ち
「

有
情
世

間
と

器
世

間
」

が

「

世
間
」

、

「

智
正

覚
世

間
」

が

「

出
世

間
」

に

対
応
す
る

。

こ

う
し
て

み

る
と

、

こ

れ

も
内

外
の

枠
組
に

も
と
つ

い

た

「

国
」

の

定
義
づ

け
で

あ
る
こ

と

が

わ

か
る

。

「

国
」

の

定
義
に
つ

い

て

は
、

以
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上

挙
げ
た

各
疏
間
に

多
少
の

違
い

は

あ
る

も
の

の
、

内
外
の

二

元
論
的

枠
組
を

用
い

る
と
い

う
流
れ

は
一

貫
し
て
い

る
。

他
疏

に

は

見
ら

れ
な
い

「

三

種
世

間
」

に

よ
っ

て

説
明
し

て

い

る

の

が

特
徴
的
で

は

あ
る

も
の

の
、

『

開
題
』

も

そ
の

流
れ

を

継
承
し

　
　

　

　
　

（
54）

て
い

る

と

言
え
る

。

た
だ

し

『

開
題
』

で

「

国
」

と

さ
れ

る

の

は
、

「

有
情
世

間
と

器

世

間
（

11
世
聞
）

」

で

あ
る

。

こ

れ

は
、

「

人
・

天
・

国
土

（

11

世

間）
」

と

す
る

『

円

測
疏
』

の

定
義
と
近

似
し
て
い

る
。

　

次
に

 
に

つ

い

て

考
え

る
。

内
護
外
護
と
い

う
語
は

『

仁
王

経
』

注
釈
疏
成
立
以

前
か

ら

使
わ

れ

て

い

る
。

も
と

も
と

外
護

と

は
、

教

団

外
に

お

い

て

修
行
者
や

仏

法
の

弘
通
を

援
護
す
る
こ

と
、

あ

る
い

は

援

護
す
る

人
々

の

こ

と

を

意
味
し
て

い

た
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
55）

一

方
で

内
護
が

指
す
も
の

は
一

定
せ

ず
、

戒

あ
る
い

は

出

家
修
行
者
を

表
す
場
合
が

あ
る
が

、

い

ず
れ

に

し

て

も

内
護
外
護
と

は
、

仏

法
や

教
団
を

護
る

主

体
を

指
す
語
と

し
て

用
い

ら

れ

て

い

た
。

し
か

し

『

仁
王

経
』

諸

疏
で

は
、

内

護

外
護
の

意

味
す

る

内
容
に

変
遷
が

見
ら
れ

る
。

ま

ず
『

真
諦
疏
」

に

は
、

護
有
二

。

一

外
。

即

是
百

部
鬼
神

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
56）

二

内
。

所
謂

智
慧

。

若
内
若
外

。

悉
是
諸

佛
菩
薩
神

力
。
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と

あ
る

。

こ

れ

に

よ

れ

ば
、

外
護
と
は

「

百

部
鬼
神
」
、

内
護
と

は

「

智
慧
」

で

あ
り

、

内
護
外
護
は

そ
れ
ぞ
れ

劫
盗
禽
獣
や

煩

悩
か

ら
、

世

間

出
世

間
を

護
る
主

体
と

さ
れ

て

い

る
。

こ

こ

で

は

内
護
外
護
の

双

方
が

能
護
と

み

な
さ

れ
て

い

る
と

言
え

る
。

次
に

『

吉
蔵
疏
』

で

は

巻
上
二

と

巻
下
五

に

次
の

よ

う
に

説
か
れ
る

。

第
一

前
之
三

品

名
能

護
波
若
亦

名
内
護

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
57）

第
二

護
國
一

品

明
所
護
國
亦
名
外
護

。

正

説
六

品
中
上

來
三

品
明

能
護
般
若
辨
經

力
用

。

生

菩
薩
二

利

能
護

佛
因

果
。

及
知
四

生

相
寂
了

語
因

果
本

來
不
二

。

得
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「仁王経開題』の背景思想 （足立 〉

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
58）

　
　

出

世
利
益
已

竟
於
前

。

今
此
一

品

明
所
護
國
土

辨
世
間

利
益

。

　
こ

れ

に

よ
れ

ば
、

正

説
分
六
品

中
の

三

品
が

内
護
で

あ
り

「

能
護
般

若
」

で

あ
っ

て
、

護
国
品
が

外
護
で

あ
り

「

所
護
國
土
」

で

あ
る

と

さ

れ

る
。

つ

ま

り
、

外
護
は

護
ら

れ

る
べ

き

対
象
と

し
て

の

国
土
で

あ
る

と

し
て

、

所
護
と

し

て

の

外
護
が

説
か
れ

る

よ

う
に

な
る

。

次
に

『

円
測

疏
』

で

は
、

　
　

今
解

。

般

若
能

護
人
天

國
土

。

故
名

護
國

。

釋
日

。

自
下

第
二

依
文
正

釋
。

能

護
佛
果

及
十
地

行
。

皆
是
内
護

。

護
人

天

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
59）

　
　

處
。

卻
是
外

護
。

上

來
已

釋
二

種
内
護

。

故
今
第
二

明

護
國

品
。

と

説
か

れ

る
。

こ

れ

に

よ
れ

ば
、

「

般
若
」

が

能
護

、

「

人
天

國
土
」

が

所
護

、

と

い

う
こ

と

に

な

る
。

ま
た

円
測
は

、

「

仏
果
十

地

行
」

を

護
る

こ

と

が
内
護

、

「

人

天
處
」

を

護
る
こ

と

が

外
護
と

し
て

、

所
護
と

し
て

の

内
護
と

外
護
を

説
い

て

い

る
。

護
る

主
体
を

「

般
若
」

で

あ
る
と

す
る

点
は

『

吉
蔵
疏
』

と

同
じ

で

あ
る

が
、

『

円

測
疏
』

で

は

「

般
若
」

を

内
護
と

は
し

て

い

な
い

。

　
さ

て

こ

れ

が

『

良
賁
疏
』

に

至
る

と
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
（
60）

　
　

來
前
三

品
明

其
内

護
。

護
佛
菩
薩
諸
浄
土

故
。

（

中
略
）

後
之
三

品

明
其
外

護
。

護
諸
王
等

所
居
土

故
。

と

あ
る

よ

う
に
、

内
護
に
つ

い

て

は

「

護
佛
菩
薩
諸
浄
土
」

、

外
護
に
つ

い

て

は

「

護
諸
王

等
所
居
土
」

と
、

両

方
と

も
護
ら
れ

る

対

象
と

な
り

、

所

護
と

し

て

の

内

護
外

護
が

説
か
れ

る

よ

う
に

な

る
。

ま

た

『

真
諦
疏
』

、

『

吉
蔵
疏
』

、

『

円

測
疏
』

で

は

能

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
61）

護
と

さ

れ
て

き
た

「

般
若
」

は
、

「

所
護
法
」

と

さ
れ

て

い

る
。
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諸

疏
を

具
に

読
む

と
、

内
護
外
護
の

意

味
が

能
護
か

ら

所
護
へ

と

次
第
に

変
質
し
て
い

く
過
程
が

見
て

取
れ
る

。

ま

ず
『

真

諦
疏
』

で

は
、

内
護
外
護
は

能
護
を

意
味
し
た

。

『

吉
蔵
疏
』

に

な
る

と

外
護
は

所
護、

つ

ま

り
護
ら
れ

る

対
象
と
し
て

の

「

国
」

を

意

味
す
る
よ

う
に

な
る

。

そ
れ

は

『

円
測

疏
』

に

も

受
け

継
が

れ
、

『

良
賁
疏
』

に

至

る

と
、

内
護
は

「

佛
菩
薩
諸

浄
土
」

と

な
り

、

両

方
と

も
所
護
の

意
味
に

な
る

。

こ

の

よ

う
に

意
味
が

変
質
し
て

い

っ

た

の

は
、

護
ら

れ
る

存
在
を

強

調
す
る

こ

と

に

よ

り
、

経
典
の

利
益

を
際
立
た

せ
よ

う
と

す
る

方
向
へ

注
釈
者
の

意
向
が

変
化
し
て
い

っ

た
こ

と

が
一

因
で

は
な

い

か

と

考
え

　
（
62）

ら
れ

る
。

　
最
後
に

『

開
題
』

で

は

以

下
の

よ

う
に

説
か

れ

る
。
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上

明

内
護
護
出
世
之
行

相
。

今
説
外
護
護
世
間
之

因
縁

。

（

中
略）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
63）

般
若
之

功
必

以

護
國
土
而
為
本

。

　
内
護
と
は

出

世
間
の

行
相
を
護
る

こ

と
、

外
護
と
は

世

間
の

因
縁
を

護
る

こ

と

で

あ

る
と

さ
れ

、

『

良
賁
疏
』

と

同
じ

く
所
護

と

し

て

の

内
護
外
護
が

説
か

れ
て
い

る
。

ま
た
一

方
で

「

般
若
之
功
必
以

護
國
土
」

と

も

言
い

、

護
る
主

体
は

「

般
若
」

で

あ

る

と

す
る

。

こ

う
し

て

み

る

と

『

開
題
』

は
、

内
護
外
護
を

両

方
と

も

所
護
と

す
る

点
で

は

『

良
賁
疏
』

の

流
れ

を

汲
む

が
、

「

般

若
」

を

能
護
と

す
る

説
は

、

『

真
諦

疏
』

と

『

吉
蔵
疏
』

を
継

承
し
た

『

円
測
疏
』

の

系
統
で

あ
る

と

言
え
る

。

　
以
上
三

点
に
つ

い

て

検
証
し
た

結
果

、

「

内
外
」

の

二

元
論
的
枠
組
に

よ
っ

て

『

仁
王

経
』

を

理

解
す
る

方

法
は

、

『

真
諦
疏
』

、

『

吉
蔵
疏
』

、

『

円
測
疏
』

、

『

良
賁
疏
』

の

四

疏
に

共
通
し
て
い

る

が
、

議
論
の

内

容
に

は

違
い

が

あ
る
こ

と

が

分
か
っ

た
。

さ
ら

に

『

開
題
』

は
三

点
全
て

に

お
い

て

『

円

測
疏
』

か
ら

影
響
を

受
け
て

お
り

、

第
三

点
に
つ

い

て

は

『

良
賁
疏
』

か
ら
の

依
用

も
確
認
で

き
る
こ

と

が

判
明
し

た
。
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五

　
釈
題
目

　
経
題

釈
の

部
分
は

、

『

良
賁
疏
』

に
は

『

円
測
疏
』

を

参
照
し
た
あ
と

が

見
ら
れ

、

『

開
題
』

に

は

『

円

測
疏
』

と

『

良
賁
疏
』

の

双
方
の

影
響
が

見
ら

れ
る

。

ま

ず
そ
れ
ぞ
れ

の

経
題
釈
の

文
を
以

下
に

挙
げ
る

。

　
『

開
題
』

　
　
言
佛
説
者

。

標
所
請
之

法
王

也
。

三

覺
圓

滿
名
之

爲
佛

。

四

辨
巧

用
名
之

爲
説

。

言
仁
者
擧
能
請
之
國
主
也

。

仁
者
人
也

。

　
　
上

下

相
親
謂
之

為
仁

。

王

者
主

也
。

衆
庶
尊
重
謂
之
為
王

。

護
者
加
衛
也

。

國
者
城
域
也

。

般
若
者
智
慧
義

。

波
羅
蜜
者

　
　
到
彼
岸
義

。

經
者
貫
也

攝
也

。

貫
所
詮
義
攝
所
化
生

。

序
者
因
由
也

。

品

者
類
別
也

。

第
者
次
也

。

一

者
首
也

。

八

品

之

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
（
64
）

　
　
中
此

品
居
首
故
云

佛
説
等
云

々
。

　
『

円

測
疏
』

　
　
題
云

佛
説
仁
王

護
国
般
若
波
羅
蜜
經
者

。

一

部
之
通

名
。

序
品
第
一

者
。

品
内
之

別
目

。

都
名
雖
一

。

其
義
有
四

。

理
必

　
　

歸
眞

。

意

存
護
國

。

一

佛
説
者

。

所
請
法
王

。

自
他
覺
滿

。

開

示
妙
法

。

故
言

佛
説

。

二

仁
王

者
。

能
請
國
王

。

仁
者
忍

　
　
也

。

善
悪

含
忍

。

王

者

往
也

。

衆
所

歸
往

。

故
名
仁
王

。

三

護
國
者

。

請
説
所
為

。

四
般

若
波
羅

蜜
經

者
。

辨

能
護
法

。

　
　
般

若
名
智

。

波

羅
蜜
者
云

到

彼
岸

。

謂
由
智
力
到

涅
槃
岸

。

經
者
素
怛
覧

。

此
云

契
經

。

契
謂
契
合

。

契
當
道
理

。

含
有

　
　

情
機

。

經
亦
二

義
。

一

者
貫
穿

。

二

者
攝
持

。

貫
穿
法
相
攝
持
有
情

。

故
名
為
經

。

就
能
所
請
及
能
所
護

。

以

稱

經
因

。

　
　

序
謂
由
序

。

起
正

説
之

由
致

。

品
謂
品
類

。

或
是

義
類

。

我
聞
等
義
類
相
從

。

攝
義
各
別

。

名
之

為
品

。

入

品

之
内

。

此
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品
最

初
。

名
為
第
一

　
　（
65）

。

故
言

Q

『

良
賁
疏
』

然
今
題
云

。

仁
王

護

國
般

若
波

羅
蜜

多
經
者

。

總

十
一

字
上

四

下
一

倶
是

唐
言

。

中
間
六

字
乃
是

梵
語

。

仁
王

則
諸
主

彰

廣
敬
之

令
譽

。

護
國

則
所
爲
陳

博
愛
之
鴻

業
。

言

仁
者
人

也
。

正
理

解
人

多
思
慮

故
。

（

中
略）

禮
日

。

上

下

相
親
是

謂
之

口
。

（

中
略
）

言
王

者
主

也
。

（

中
略
）

言

護
者
加
衛
義
覆
攝
義

。

蓋

爲
仁
王

仰
希
如
来
大
悲
加
衛

。

普
覆
含
識
攝
受
無
遺

　
故
稱
護
也

。

言

國
者

城
也

。

（
注）

四

海
八

方
有
戴

疆
域

。

聖

凡

士

庶
各
安
其
居

。

（

中
略
）

言
般

若
者
梵
音
也

此
云

智
慧

。

　
（

中
略
）

言
波

羅
蜜
者
梵
語
也
此

云

彼
岸

。

（

中
略）

言
蜜

多
者
梵
語
也

。

此

具
二

義
離
義
到

義
。

（

中
略
〉

言
經
者
唐
言
者

　
也
（

中
略）

佛

地
論
云

。

以

佛
聖

教

貫
穿

攝
持
所
應
説
義
及
所

化
生

。

貫
穿
即

艇
攝

持
即

經
。

（

中

略
）

言
序

者
因
由
也

。

　
謂

説
般
若

起
之

由
致

。

言

品
者
類
也

。

文
義

彙
聚

各
區

分
。

言

第
者

次
之

居
也

。

言
一

者
數
之
始
也

。

此

經
一

部
總
有
八

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
66）

　
品

。

此

品
居
初

故
稱
第
一

。

　
　
（

注
）

大
正
蔵
の

注
記
に

依
れ
ば

、

校
訂
本
で

あ
る

天
暦
二

年
（
九

四
八）

の

石
山
寺
蔵
写
本
に
は

「

城
域
」

と
あ
る

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　〔
67）

　
『

円
測
疏
』

に

は
、

「

佛
説
」

の

釈
が

あ
る

が
、

不
空

訳
を

用
い

る

『

良
買
疏
』

に

は

無
い

。

『

開
題
』

に

は

「

佛
説
」

を

釈
す

部
分
が

あ

り
、

『

円

測
疏
』

の

記
述
と

よ

く
似

て
い

る

た

め
、

こ

の

部

分
の

釈
は

『

円
測
疏
』

に

依
っ

て

い

た

と

考
え

ら
れ

る

（

史
料
の

傍
線
〈

破
線
〉

部
分
）

。

ま
た

『

開
題
』

に

お

け
る
「

仁
王

護
国
」

の

字
義
釈
は

、

『

良
賁
疏
』

と

よ

く
一

致
し
て

お

り
、

こ

れ

を

参
照
し

て
い

る

こ

と

は

明
ら
か

で

あ
る

（

史
料
の

傍
線

〈

直
線
〉

部

分
）

。

ま
た

「

言
仁
者
擧
能
請
之
國
主

也
」

と

す
る

部
分
は
、

『

円

測
疏
』

か

ら
の

引
用
と

思
わ

れ
る

（

史
料
の

傍
線
〈

破
線
〉

部
分
）

。

「

般
若
波
羅

蜜
經
」

の

釈
に
つ

い

て

は

そ
れ

ほ

ど

特
殊
で

な
い

か

ら
、

こ

と

さ

ら
近

似
性
を
強

調
す
る

必
要
は

な
い

と

し
て

も
、

『

良
賁
疏
』

は

『

円
測

疏
』

と

文
言
が

よ

く
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似
て

お

り
、

『

開
題
』

も
ま
た

同
様
で

あ
る

。

『

開
題
』

は

経
題
を

釈
す
に

あ
た

り
、

「

円

測
疏
』

と

『

良
賁
疏
』

の

双
方
を

下
敷

き
に

し

て

い

た

と

考
え
ら
れ

る
。

　
　
　
　

六
　
三

分
科
経

　
『

開
題
』

に

は

三

分
法
の

科
文
が

説
か

れ

る

が
、

『

円
測
疏
』

、

『

良
賁
疏
』

の

双

方
に

同
様
の

記

述
が

あ
る

。

ま

ず
以
下

に

そ

れ
ぞ
れ
の

釈
文
を

挙
げ
る

。

　
『

開
題
』

　
　

第
三

解
本

文
者

。

其
文
如
何

。

此

經
一

部

分
為
三

段
。

最
初
一

品

為
教
起
因
縁

分
。

次
有
六

品
為
聖

教
所
説
分

。

最
後
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
68）

　
　

品
為
依
教
奉
行
分

。

説

其
所
以

具
如
疏
釋

。

　
『

円
測
疏
』

　
　

自
有
兩

判
。

一

依

本
記

。

大
分
爲
四

。

一

發
起
分

。

師

初
序
品

。

二

正

説
分

。

謂

次
五

品
。

三

王

得
護
國

分
。

帥

第
受
持

　
　

品
。

四

流
通
分

。

師

嘱

累
品

。

今
判
此

經
。

依
佛
地

論
。

大
分
爲
三

。

初
之
一

品
。

名
教
起
因
縁

分
。

次

有
五

品
。

名
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
69）

　
　

教

所
説
分

。

後
有
二

品
。

名
依
教
奉
行
分

。

　
『

良
賁
疏
』

　
　

先
總
判
科
後
随

文
釋

經
。

眞
諦
記
判
釋
此

經

大
分
為
四

。

一

發
起
分
即

初
序
品

。

二

正

説
分
謂
次
五

品
。

三

王

得
護

國
分
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帥

第
七

品
。

四

流
通

分
即

嘱
累
品

。

昔
有
晋
朝
道

安
法
師

。

科
判

諸

經
以

為
三

分
。

序

分
正

宗
流

通

分
。

故
至

今
巨
唐
慈

恩
三

藏
譯
佛
地

論
。

親
光

菩
薩
釋

佛
地

經
。

科
判

彼
經
以

為
三

分
。

然

則

東
夏

西
天

處
雖

懸

曠
。

聖

心

潜
契
妙
旨
冥

符
。

今
判
此
經
依

彼
三

分
・

藪
起
因
縁

分
即

初
序
品

・

二

聖

教
所
説
分
次
之

六

品
・

三

依
教

奉
行
分
謂
嘱

崙
・

　

円
測
は

、

二

釈
あ
る
と

し
て

、

ま

ず

コ

依

本
記
」

と

し

て

『

真
諦

疏
』

の

説

く
四

分
法
の

科
文
を

挙

げ
、

次
に

『

佛
地

経

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　（
71）

論
』

に

も
と
つ

い

た

三

分
法
の

科
文
を

述
べ

て

い

る
。

『

円
測

疏
』

は
こ

の

う
ち

三

分
法
を

採
用
し
て
い

る
。

『

良
賁

疏
』

で

も

三

分
法
が
説
か

れ
る

が
、

『

円
測

疏
』

と

は

各
品
の

配
当
に

相
違
が

あ
る

。

す
な
わ

ち
『

円
測
疏
』

は

観
空
品
以

下

散
華
品
ま
で

の

五

品
を

聖

教
所
説

分、

受
持
品
と

嘱
累
品
を

依
教

奉
行
分
と

す
る

の

に

対
し

、

『

良
賁
疏
』

は

観
如

来
品
以

下

奉
持
品
ま
で

の

六

品
を
聖

教

所
説
分

、

最
後
の

職

累
品
を
依

教
奉
行
分
と

し
て

い

る
。

（

表
参
照
）

　
円

測
の

区
分
は

、

真
諦
の

四

分
法
と
は

異
な
る

三

分

法
を

採
用
し
つ

つ

も
、

観
空

品
か
ら

散

華
品
ま
で

を
正

説
分
と

す
る

真

諦
説
の

影
響
を

受
け
て
い

る
。

一

方
良

賁
は

、

円

測
と

同
じ
三

分
法
で

あ

り
な
が

ら

こ

れ
と
は
一

線
を
画
し
、

次
の

よ

う
に

述

べ

る
。

　
　

釋
本
文
者

。

然
此

品
經

古
徳
西

明
寺

測
法

師
・

玄

範
法

師
・

紀
國

寺
慧
靜
法

師
皆
以

此
品

爲
流
通

分
。

天

台
智
者
・

道
安

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
72）

　
　

法
師
・

安
國
大
法
師
皆
以
此

品
爲
正

宗
分

。

雖
皆
諸
理

倶
有
所
憑

。

今
依
天

台
等
義
如
前
故

。

科
此
品
經
大
分
為
三

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
73）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
74）

　

良
賁
は

、

円

測
，

玄

範
．

慧
浄
と
い

っ

た

唯

識
系
の

学

匠
の

説
に

従
わ

ず
、

智
顕
・

道
安
・

安
国

大
法
師
の

説
を

取
り

、

奉

持

品
を

正

宗

分
（

聖
教
所
説
分
）

に

含
め

て

い

る
。

　
『

開

題
』

に

示

さ
れ

る

科
文
は

『

良

賁
疏
』

の

各
品
配

当
と
一

致

し
て

お

り
、

『

良
賁
疏
』

の

引

用
と

考
え

ら

れ
る

。

た

だ
、
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『仁王経開題』の 背景思想 （足立）

羅
什
訳
を
用
い

る

と

明
言
し
つ

つ
、

不
空
訳
の

注
釈
で

あ
る

『

良
賁
疏
』

の

科
文
に

依
る
と
い

う
点
が

注
目
さ
れ
る

。

ま
た

科

文
が

示
さ
れ
た

後
に

「

説
其
所
以

具
如
疏
釋
」

と

あ
る
が
、

こ

こ

で

い

う
「

疏
」

が
、

『

良

賁
疏
』

を

指
し

て

い

る
こ

と

は

明
ら

か
で

あ
る

。

『

開
題
』

『

良
買
疏
』

不
空
訳

羅
什
訳

『

円

測
疏
』

『

真
諦
疏
』

教
起
因

縁
分

序
品

序
品

教
起
因
縁
分

発
起
分

観
如
来
品

観
空

品

菩
薩
行
品

菩
薩
教
化
品

聖
教
所
説
分

二

諦
品

二

諦
品

聖
教
所
説
分

正

説
分

護
国
品

護
国
品

不
思
議
品

散
華
品

奉
持
品

受
持
品

依
教
奉
行
分

王
得
護
国

分

依
教
奉
行
分

嘱
累
品

嘱
累
品

依
教
奉
行
分

七

　
護
国
品
の

科
文

　
『

開

題
』

で

は

各
品
の

中
で

護
国
品
だ
け
を

取
り
上

げ
、

「

一

叙
来
意
」

、

「

二

釋

品
名
」

、

「

三

解
本
文
」

の

三

段
に

分
け
る

。

そ
の

う
ち

「

三

解
本
文
」

に

お
い

て
、

「

初
勅
聽
勸
持

。

次
廣
釋
護
法

。

後
辨
衆
得
益
」

と
い

う
科
文
が

説
か
れ

る
。

こ

れ
は
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『

円

測
疏
』

所

説
の

科
文
と

全

く

同
じ
で

あ
る

。

下

に

示

す
通
り
で

あ
る

。

『

開
題
』

　
第
三

解
本
文
者

。

　

　
（
75）

　
疏

釋
之

。

『

良
賁
疏
』

を
は

じ

め

他
疏
は

こ

れ
と

は

異
な
る

科
文
を
採
用
し
て

い

る
。

以

其
文
如
何

。

此

品
之

中
大
文
分
三

。

初

勅
聽
勸
持

。

次
廣
釋

護
法

。

後
辨
衆

得
益

。

其
中

文
義
具

如
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『

円
測

疏
』

若
依

本
記

來
分

爲
四

。

第
一

行
法

。

第
二

能
護

。

第
三

引
證

。

初
勅
聽
勸
持

。

次
當
國
土

下
。

廣
釋
護
法

。

後
爾
時
釋
迦
下

。

第
四

得
益
（

中
略
）

　

　

　
　
（
76）

辨
衆
得
益

。

今
解
不
爾

。

於
一

品
内

。

文
別
有
三

。

『

良
賁
疏
』

　
釋
經

文
者

。

文
分
三

段
。

一

正

明

護
國

。

二

引
昔
護
國

。

　
　
　
　（
77）

三

聞
法

獲
益

。

　
『

開
題
』

は
、

第
六

項
で

述
べ

た

よ

う
に

全

体
の

科
文
は

『

良
賁
疏
』

を

依
用
し
て
い

る

が
、

護
国
品
に
つ

い

て

は

『

円
測
疏
』

の

科

文
を

採
用
し
て

い

る
。

『

開
題
』

で

は

最

後
に

、

「

其
中

文
義
具
如
疏
釋
之

。

」

と
だ

け
述
べ

て
、

護
国
品
の

詳
し
い

釈
を

「

疏
」

に

譲
っ

て
い

る

が
、

こ

の

「

疏
」

が

『

円
測

疏
』

を

指
し
て
い

る
の

は

間
違
い

な
い

。
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『仁王経開題』の 背景思想 （足立〉

八

　
ま
と

め

●
『

開
題
』

は
、

『

吉
蔵
疏
』

、

『

智
顕
疏
』

、

『

行
信
疏
』

、

二

本
の

敦
煌

出
土
本
か

ら
直
接
的

影
響
は

被
っ

て
い

な
い
一

方
で

、

　
『

円
測
疏
』

、

『

良
賁
疏
』

双

方
の

影
響
が
随

所
に

認
め
ら

れ
る

。

ま

た
三

分

科
経
に
つ

い

て

述
べ

た

後
に

、

「

説
其
所
以

具

　
如
疏
釋

。

」

と

し
て

い

る

の

は

『

良
賁
疏
』

の

こ

と
で

あ
り

、

護
国
品
の

科
文
を

示
し
た

後
に

、

「

其
中

文
義
具
如
疏
釋
之

。

」

　
と

し
て

い

る
の

は
、

『

円

測
疏
』

の

こ

と

を

指
し

て
い

る

の

が

明
ら
か
に

な
っ

た
。

　
　

弘
法
大

師
以

前
の

八

世

紀
後
半
の

中
国
・

日

本
に

お
い

て

『

円
測
疏
』

の

権
威
の

高
か
っ

た
こ

と

は
、

『

良
賁
疏
』

に

は

　
し
ば

し
ば

引
用

さ
れ

て

い

る
こ

と
、

奈
良
時
代
末
ま

で

の

時
点
で

日

本
に

伝
わ
っ

て
い

た

中
国

撰
述
注
釈
疏
と

し
て

は

最

　

新
の

も
の

で

あ
っ

た
こ

と
、

ま
た

天
平
年
間
に

大
僧

都
の

地

位
に

い

た

行
信
の

疏
が

、

『

円
測
疏
』

の

抄
出
と
い

う
構
成
を

　

採
用
し
て
い

る
こ

と

か
ら

も
う
か

が
え

る
。

『

開
題
』

に
は

、

羅
什
訳
と

『

円

測
疏
』

を

用
い

る

と
い

う
点
に

、

奈
良
仏
教

　
以

来
の

『

仁
王

経
』

理

解
と

の
つ

な

が
り
を

認
め

る

こ

と

が

で

き
る

。

そ
の
一

方
で

不
空
訳
の

注
釈
で

あ
る

『

良
賁
疏
』

　
の

影
響
も

受
け
て

い

る
。

つ

ま

り
『

開
題
』

に

は
、

奈
良
仏
教
以

来
の

伝
統
的
『

仁
王

経
』

理

解
の

継
承
と

い

う
こ

と

に

　

加
え
て

、

『

良

賁
疏
』

を

利

用
し
よ

う
と
い

う
も
う
一

つ

意
図
が

併
存
し

て

い

る

と

考
え
ら

れ
る

。

●

『

開
題
』

に

は
、

全
く
と

言
っ

て

よ
い

ほ

ど

密
教
的
解
釈
を

見
出
せ

な
い

。

大
師
の

他
の

開
題

類
の

多
く
が

密
教
的

解
釈

　
を

そ
の

特

色
と

し
て

い

る

点
で

、

大
き

く
異
な
る

。

陀
羅
尼
が

付
加
さ
れ
る

な
ど

し
て

密
教
的

要
素
が

盛
り
込
ま

れ
た

不

　

空
訳
『

仁
王

経
』

で

は
な

く
、

羅
什
訳
を

用
い

て

い

る

こ

と

か
ら
も
、

密
教
へ

の

指
向
は

見
出
し

得
な

い
。

ま
た

『

開
題
』

　
は

不
空

訳
の

注
釈
で

あ
る

『

良
賁
疏
』

を

引
用

し
て

い

る

も
の

の
、

密
教
的

要
素
を
持
つ

部
分
か
ら

の

引
用
で

は

な
い

。
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さ

ら
に

、

密
教
的

解
釈
を

主
眼
に

置
い

た

『

般
若
心

経
秘

鍵
』

に

お
け
る

三

時
教

判
に
対

す
る

態
度
と

、

あ
く
ま
で

も
三

時
教

判
の

枠
組
か
ら

離
れ

な
い

本
書
に
お

け
る

態
度
と

に

明
ら

か

な
隔
た

り
が
あ
る

点
か

ら
も

、

同
じ

こ

と
が

言
え
る

。

註
（

1
）

『

定
本

弘
法
大
師
全
集
』

第
四

巻
に

よ
れ

ば
、

本
書
所
収
の

『

開
題
』

に
は

校

合
本
と

し
て

平
安
時

代
末
期
（

院
政

期
）

の

写
本

　

　
が

使
用
さ
れ
て

お
り

、

既
に
こ

の

頃
弘
法
大
師
の

著
作
と

し
て

と

し
て

存
在
し
て
い

た

こ

と
が

確
認
さ
れ

る
。

そ
の

後
真
作
を

疑

　

　
う
説
が

提
出
さ
れ

た

形
跡
は

な

く
、

現
在
ま
で

伝
わ
っ

て

い

る
。

（
2）

経
録
類
に

は

『

仁
王

経
』

諸

訳
の

記
事
が

見
え
る

が
、

大
正

蔵
に
は

羅
什
訳

『

佛
説
仁
王

般
若
波
羅
蜜
経
』

二

巻
（

大
正

酌

二

　

　
四
五
）

と

不
空

訳
『

仁
王

護
国
般

若
波
羅
蜜
多
経
』

二

巻
（

大
正
酌
二

四

六
）

が
収
め
ら
れ
て

い

る
。

（
3）

『

佛
祖

統
記
』

大
正

四
九

、

三
五
二

（

4）
『

日
本

書
紀
』

、

『

国
史
大

系
』

一
、

二

七
三

（

5）

本
経
の

成
立

問
題
に
つ

い

て

は
以

下
の

論
文
に

詳
し
い

。

　

　
加
藤
精
神
「

不
空
訳
の

『

仁
王

般

若
経
』

に

関
す
る

研
究
」

「

中

央
佛
教
』

二
一

巻
三

号、

一

九
三

七

　

　
望

月
信

亨
『

佛

教
経
典

成
立

史
論
』

一

九
四
六

、

四
二

五

−
四

四
一

頁
・

『

望
月
佛
教

大
辞
典
』

第
五

巻
　
初
版
一

九
三

三

　
増

　

　
訂
版
一

九
五

〇
、

一

四
〇

五

−
一

四
〇
七

頁
・

『

浄
土
教
の

起

源
発
達
』

一

四
〇

1
一

五

五

頁

　

　
伊
藤
古

鑑
「

仁
王
般
若
経
に

つ

い

て
」

『

禅
学
研
究
』

二

二

号
、

一

九
三

四

　

　
常
盤
大
定
『

後
漢
よ

り
宋
斎
に

至
る

訳

経
総
録
』

、

五

五

四

頁

　

　
椎
尾
辨

匡
『

仏
教
経
典
概
説
』

　一

六
八

−
一

六
九

頁

　

　
頼
富
本

宏
「

護
国
経
典
と

言
わ

れ
る

も
の

　
「

仁
王

経
」

を
め

ぐ
っ

て

ー
」

「

東
洋
学
術
研
究
』

十
四

−
三

、

一

九

七
五

　

　
鎌
田
茂

雄
『

中
国
仏
教
史
』

第
四

巻
／
南
北
朝
の

仏

教
（
下）

、

一

九

九
〇

、

四

四
頁
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（

6
）

平
井
宥
慶

「

唐
代
中
期
の

『

仁
王

経
』

講

説
」

（
『

豊

山
教
学
大
会
紀
要
』

四
、

一

九
七

六）

末
尾
に

注
釈
疏
の
一

覧
表
が

付
さ

　

　
れ

て

お
り
有
益
で

あ
る

。

（

7
）

智
顎
説
灌

頂
記
『

仁
王
護
国
般

若
経
疏
』

五

巻
（

大
正
M
一

七

〇

五）
、

『

天
台
疏
』

と

も

称
す

。

佐

藤
哲
英

氏
は

『

天

台
大
師

　

　
の

研
究
ー

智
顕
の

著
作
に

関
す
る

基

礎
的
研
究
1

』

中
に

お
い

て
、

第
一

に

本
疏
の

名
が

灌
頂
の

『

天

台
智
者
大
師
別
伝
』

や
道

　
　

宣
の

『

大
唐
内
典
録
』

に

見
え

な
い

こ

と
、

第
二

に

本
疏
が

嘉
祥
大
師
吉
蔵
の

疏
か

ら

多
分
に

影
響
を

受
け、

ま
た

「

法
華
玄

義
』

　

　
か

ら
の

引
用
が

見
ら

れ
る

、

と
の

理

由
に

よ

り
、

『

智
頻
疏
』

は

天

台
大
師
智
顕
入

滅
以

後
智
頻
に

仮
託
し
て

製
作

さ
れ
た
と

結

　
　

論
づ

け
て
い

る
。

ま
た

本
邦
へ

は

最
澄
に

よ
っ

て

は

将
来
さ
れ

ず
、

「

入

唐
新
求
聖

教
目

録
』

に

「

仁
王

般
若
経

疏
三

巻
天

台
」

　

　（
大
正
五

五
、

一

〇

八

三
、

中
）

と
あ
る

こ

と
か

ら
、

承
和

十
四

年
（

入

四
七
）

の

円
仁
の

帰
朝
と

と

も

に

も
た

ら

さ
れ
た
と

し

　

　
て

い

る
。

（

前
掲
書
五
一

七

−
五
五

四

頁）

こ

れ

が

事
実
で

あ
る

な
ら

、

大
師
在
世

中
は

日

本
に

伝
わ
っ

て

い

な

か
っ

た
こ

と

に

　

　
な
る

。

（

8）

吉
蔵
撰
『

仁
王

般

若
経
疏
』

六

巻
（

大
正
画
一

七

〇
七
）

（

9）

円
測
撰
『

仁
王

経

疏
』

六
巻

（

大
正

恥
一

七

〇
八
）

（

10）

良
賁
述
『

仁
王
護

国
般
若
波
羅
蜜
多
経
疏
』

（
大
正
 
一

七

〇
九
）

（

11）

大
正
 
二

七

四
四

（

12
）

大
正
晦

二

七
四
五

（

13
）

正

確
な

成
立

年
代
は

不
明
で

あ
る

。

平
井
俊
栄
氏
に

よ
れ

ば
、

吉
蔵
の

般
若
経

関
係
の

著
作
の

中
で

は

最
も

成
立

が
遅

く、

会

　

　
稽
嘉
祥
寺
に
止

住
し
て

い

た

開
皇
一

七

年

（

五

九

七）

頃
ま
で

の

吉

蔵
習
作
時
代
の

撰
述
で

あ
る

と
さ

れ

る
。

（

『

中

国
般
若
思
想

　

　
史
研
究
−
吉
蔵
と
三

論
学
派
−

』

、

一

九
七
六

、

三

六
七

頁）

（

14
）

『

円
測

疏
』

の

成
立

は
、

疏
中
に

実

叉
難
陀
訳
『

華
厳
経
』

八
十
巻
が

引
用
さ
れ
て

い

る

こ

と
が

成
立

年
代

特
定
の

有
力
な
材
料

　

　
に

な
る

こ

と

が

指
摘
さ
れ
て
い

る
。

（

吉
田
道

興
「

西
明

寺
円
測
の

教
学
」

『

印
度

学
佛
教
学
研
究
』

二

十
五
、

一
）

こ

の

指
摘
に
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従
え
ば

、

訳
経
の

始
ま
っ

た

証
聖

元
年
（

六

九
五
）

か

ら

円
測
没

年
の

聖
暦
二

年
（

六

九
六
）

ま
で

を
成
立

年
の

幅
と

考
え
る

べ

　
　

き
で

あ
る

。

『

智
顎

疏
』

は

智
顕
滅

後
、

一

天
台
学
者
に

よ

り
六
六

四

年
か
ら
七

三

四

年
の

間
に

製
作
さ

れ
た

と

さ

れ
る

。

（

佐
藤

　
　

哲
英

、

前
掲
書
）

た

だ
し

「

智
顕
疏
』

が

『

円

測
疏
』

の

後
に

成
立

し
た
と

す
る

な
ら
、

『

智
顎

疏
』

の

成
立

年
代
は

六
九

六

年

　
　

頃
か
ら
七

三

四

年
に

絞
れ

る

こ

と

に

な
る

。

『

良
賁
疏
』

の

成
立
は
、

良
賁
自
身
も

訳
場
に

列
な
っ

た

不
空
の

仁
王

経
新
訳
が

成

　

　
っ

た

永
泰
元
年
（
七

六
五
）

を

最
上

限
に

設
定
で

き
る

。

（

15
）

『

日

本
大
蔵
経
』

一

九
巻

、

『

大
日

本
仏
教
全

書
』

一

巻

（

16
）

『

定

本
弘
法
大

師
全

集
』

第
四

巻
、

一

四
九

（

17
）

『

定

本
弘
法
大

師
全

集
』

第
四

巻
、

　一

五
〇

（

18
）

勝

又
俊
教

氏
は

、

「

智
頻
の

仁
王

経
疏
三

巻
、

吉
蔵
の

仁
王

経
疏
六

巻
、

円
測
の

仁
王

経
疏
三

巻
、

良
賁
の

仁
王

経
疏
七

巻
な
ど

　
　

を

さ

す
」

（

『

弘

法
大

師
著
作
全
集
』

二

巻、

三

三
二

頁
の

注
七
）

と

し
て

、

大
師
以

前
に

成
立

し
た

中
国
の

注
釈

疏
名
を

挙
げ
て

　

　
い

る
。

福
田

亮
成
氏
も
、

「

そ
の

『

疏
』

に
は

、

智
顕

、

吉
蔵

、

円
測、

良
賁
な
ど
の

も
の

が

あ
る

。

」

（

『

弘

法
大

師
空

海
全

集
』

　
　

第
三

巻
、

六

九

四
頁
）

と

し
て
い

る
。

（

19
）

佐
藤
哲
英
氏
（

前
掲
書）

に

よ

れ
ば
、

『

智

頻
疏
』

は

『

吉
蔵
疏
』

の

影
響
を

受
け
て

い

る
。

若
杉
見
龍
氏
に

よ

れ
ば

、

『

智
頻

　
　

疏
』

は

『

円
測

疏
』

を

参
照
し
て
い

る

が
、

逆
に

「

円
測
疏
』

は
些

か
も

『

智
頻
疏
』

の

影
響
を

被
っ

て

い

な
い

と
い

う
。

（

「

仁

　
　

王

護
国
般
若
経
疏
」

『

棲
神
』

四
］
、

一

九

六
八
）

（

20）

武
内
紹
晃

「

円
測
の

『

仁
王

経
疏
』

を
め

ぐ
る

諸
問
題

1
『

良
賁
疏
』

と
の

対
比
を

中
心
と

し
て

ー
」

（

『

龍
谷
大

学
佛
教
文

化
研

　
　

究

所
紀
要
』

　
＝
二

、

一

九
七

四
）

（

21）

大
正

三
三

、

四
九

四
、

下
、

一

〇

ー

＝

行

（
22）

『

行
信
疏
』

に

は、

既
に

失
わ
れ

た

玄
範

、

慧

浄
、

な
ど

の

疏
が

引
用
さ
れ
て
い

る
。

（
23）

加
藤
精
神
氏
は

、

『

開
題
』

は

羅

什
訳
に

依
っ

て

い

る

と

し
て
い

る
。

（

「

不
空

訳
の

『

仁
王

般

若
経
』

に

関
す
る

研
究
」

『

中

央

54

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

『仁王経 開題』の背景思 想 （足立 ）

　

佛

教
』

二
一

巻
三

号
、

一

九

三

七
）

ま
た

『

密
教
大
辞
典
』

も
同

様
で

あ
る

。

一

方
で

『

密
教
辞

典
』

（

佐
和
隆
研

編
）

で

は
、

　

　
『

開
題
』

を

不
空

訳
に
依
る

も
の

と
し

て
い

る
。

（

五

五
四

頁
）

（
24
）

『

定

本
弘
法
大
師
全

集
』

第
四

巻
、

一

四

九

（
25
）

『

密

教
大
辞
典
』

一

七

六
七

頁
、

『

密
教
辞
典
』

（

佐
和
隆
研
編）

五

五

四

（
26
）

『

御

請
来
目
録
』

、

『

定
本
弘

法
大
師
全

集
』

第
一

巻
、

一

二

頁
、

一

五

（
27
）

『

遍

照
発
揮
性
霊
集
』

巻
第
四
、

『

定
本
弘
法
大
師
全

集
』

第
八

巻
、

五

十
四

（
28
）

般
若
・

牟
尼
室

利
訳
『

守
護
国
界
主

陀
羅
尼
経
』

（

大
正

恥

九
九
七
）

（
29
）

不
空

訳

『

仏
母

大
金
曜
孔

雀
明
王

経
』

（

大
正

漁

九
八

二
）

（
30
）

「

性
霊
集
補
欠
抄
』

、

『

定
本
弘
法
大

師
全

集
』

第
八

巻、

一

五

六

−
一

五

七

（

31
）

『

拾

遺
雑
集
』

、

『

弘
法
大

師
全
集
』

第
三

輯

　
こ

の

文
章
は

、

『

定
本
弘
法
大
師
全
集
』

か
ら
は

大
師
真
撰
が
疑
わ

し
い

と

し
て

　
　

削
除
さ
れ

て

お

り
、

第
四
巻
の

『

仁
王

経
開
題
』

の

注
に

、

そ
の

序
文
と
し

て

掲
載
さ
れ

て

い

る
。

（

32
）

『

弘
法
大
師
全
集
』

首
巻

、

一

四
四

（

33
）

大
正
三

三
、

三

六
一

、

中
　
下

　
　
大
正

三

三
、

四

三

〇
、

中

（

34
）

『

定
本
弘

法
大
師
全

集
』

第
四
巻

、

一

四
七

（

35
）

大
正
一

六
、

六

九

七
、

上

　
下

（

36）

大
正
三

三
、

三

六

〇
、

中
−
下

（
37）

大
正

三
三

、

三

六
〇

1
三

六
一

（
38）

円
測
は
こ

れ
と

ほ
ぼ

同
じ
内

容
を
、

『

解
深
密
経
疏
』

に

お
い

て

も

説
い

て
い

る
。

す
な

わ

ち
、

巻
一

と

巻
五

の

合
計
三

ヶ

所
に

　

　
お
い

て
、

「

無
相
の

理
を

説
く
と

い

う

点
で

第
二

時
教
は

第
三

時
教
と

同
等
で

あ
り、

こ

の

理

に

依
る

の

で

あ
れ
ば

皆
な

第
三

時

　

　
了

義
教
で

あ
る
」

、

と

い

う
内
容
の

こ

と

が

述
べ

ら
れ

て

い

る
。

（

『

大
日

本
続
蔵
経
』

二
一
、

一

七

八
、

上

−
下

／
二

九
三
、
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中
／
二

九
四

、

中∀

（

39
）

武

内
紹
晃
前
掲
論
文

（

40
）

大
正
三

三
、

四
三

〇
、

下

（
41
）

良
賁
は
こ

の

後
、

『

円
測
疏
』

と

同
じ

く
『

広
百

論
釈
論
』

の

文
を

引
用
し
て

清
弁
・

護

法
の

空
有
の

論
争
に
つ

い

て

述
べ

て
い

　
　
る

。

こ

れ
ら

の

部
分
に
つ

い

て

武

内
紹
晃
は

、

『

円
測
疏
』

と
は

根
本
的
に

異
な
る

『

良

賁
疏
』

の

意
図
に
つ

い

て

言

及
し

て

い

　
　
る

（

前
掲
論
文

、

二
一

頁
）

。

ま

た

平
井
宥
慶
（

前

掲
論
文）

は

同
じ

部
文
に
つ

い

て
、

『

良
賁
疏
』

と

道

鼠
集
『

御
注
金

剛
般
若

　
　
波

羅
蜜
経
宣

演
』

（

大
正
甑

二

七
三

三
）

の

近
似

性
の

観
点
か
ら

論
じ
て
い

る
。

（
42
）

大
正
三

十
三
、

四

三

三
、

中

−
下

（
43
）

「

此

約
機
理

漸
教
法
門
以

辨
三

時
。

若
大
由
小
起

。

來
無
三

時
前

後
次
第

。

來
華
嚴
中
説
唯
心
是

。

初

成
道
竟
最
第
一

説
。

此
約

　
　

多
分

。

今
論
所
明
二

種
皆
是

。

若
對

不
定
姓
大
由
小
起

。

來
第
三

時
教

。

若
唯
被
菩
薩
大
不
由
小
起

。

來
頓
教
也

。

此
顯

頓
漸
無

　
　
別
定
教

。

（

大
正

四
三

、

一
＝

二

〇
、

上
）

」

（

44
）

『

定
本
弘
法
大
師
全
集
』

第
三

巻
、

五

（

45
）

大
正
三

三
、

三

二

三
、

上

（

46
）

大
正
三

三
、

三

七
九

、

下

（

47
）

大
正
三

三
、

四
五
一

、

上

（

48
）

『

定
本
弘
法
大
師
全

集
』

第
四

巻
、

一

四

九

ー
一

五
〇

（

49
）

大
正
三

三
、

四

〇
七

、

下

（

50
）

大
正
三

三
、

四

〇
七

、

下

（

51
）

ま
た

こ

こ

で

は

「

人
天

處
」

と
い

う
語
も

用
い

ら

れ

て

い

る

が
、

こ

れ
は

初
め
の

「

人
・

天
・

国
土
」

と

同
じ

で

あ
る

と

考
え

　
　
て

差
し

支
え
な
い

で

あ
ろ

う
。
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（

52
）

良
貢
は

護
国
品
で

『

真
諦
疏
』

の

「

国
」

の

二

義
を

引
用
し
て
い

る

の

で
、

真
諦
の

定
義
を

意
識
し
て
い

た
こ

と
は

間
違
い

な

　

　
い

。

（

大
正
三
三
、

四

八

七
、

下
）

（

53
）

『

定

本
弘
法
大
師
全
集
』

第
四
巻

、

一

五
〇

（

54
）

『

開
題
』

は

経
題
釈
の

段
で

「

國
者
城
域
也
」

と

も

述
べ

て
い

る

が
、

こ

れ

は

『

良
賁
疏
』

の

釈
文
を
そ
の

ま
ま
引

き
写
し
た

も

　

　
の

で

あ
る

た
め

、

こ

こ

で

は

特
に

取
り
上
げ
な
か
っ

た
。

（

55
）

『

大
般

涅
槃
経
』

「

佛
正

法
申

有
二

種
護

。

一

者
内

。

二

者
外

。

内
護
者

所
謂
戒

禁
。

外
護
者
族
親
眷
属

。

」

（

大
正
一

二
、

五

五

　

九
、

下
）

、

『

望

月
仏

教
大
辞
典
』

一

巻
八
五

九

頁
「

外
護
」

の

項、

『

織
田

仏

教
辞
典
』

四
三
二

頁
「

外
護
」

の

項
。

（

56
）

大
正
三
三

、

四
〇
七
、

下

（

『

円
測
疏
』

中
の

佚
文
）

（

57
）

大
正
三
三

、

三

二

三
、

上

（

58
）

大
正
三
三

、

三

四
三
、

下

（

59
）

大
正
三
三

、

四
〇
七
、

下

（

60
）

大
正
三

三
、

四
五
一
、

下

（

61
＞

大
正
三
三

、

四
八
八
、

上

（

62
）

『

仁
王

経
』

注

疏
に
お
い

て

内
護
外
護
が

説
か
れ

る
に

至
っ

た

背
景
に
は
、

権
力
者
に
よ
る

仏
法
擁

護
を

期
待
せ

ざ
る

を

得
な
い

　
　

仏
教
側
の

思

惑
が

深
く

関
係
し
て

い

る

の

で

は
な
い

か
と

考
え
ら
れ
る

。

嘱
累
品
に

は

経
典
の

国
王
へ

の

付
嘱
や、

僧
制
批
判
と

　
　

も

取
れ
る

「

七

誡
」

が

説
か
れ

て

い

る

が
、

こ

の

よ

う
な

記
述
は

、

北
魏
に

お
け
る

仏
教

統
制
と
い

う
歴

史
的
事
実
を

踏
ま
え

た

　
　

も
の

だ
と
い

う
こ

と

が

指
摘
さ
れ
て
い

る
。

（

鎌
田

茂
雄

、

前
掲
書

、

二

四
八
）

初
め

に

能
護
と

し
て

の

「

外
護
」

が

説
か
れ

た

　

　
の

も
、

や

は

り
国
王
に

外
護
者
と
し

て

の

役
割
を

期
待
し
た

た
め

で

あ
ろ

う
。

（

63
）

『

定

本
弘
法
大
師
全

集
』

第
四
巻

、

一

五

〇

（

64
）

『

定

本
弘
法
大
師
全

集
』

第
四
巻

、

一

四
九
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（

65
）

大
正
三

三
、

三

五

九
、

中

（

66
）

大
正
三

三
、

四
三

四
、

中

−
四

三

五
、

中

（

67
）

『

円
測

疏
』

（

大
正

三

三
、

三

五
九

、

中）
、

『

良
賁
疏
』

（

大
正
三

三
、

四

三

四
、

中）
。

ま
た

大
正

新
脩

大
蔵
経
に

お

け
る

経
題

　

　
は

、

羅

什
訳
が

『

佛

説
仁
王

護
国

般
若
波
羅
蜜

経
』

、

不
空
訳
が

『

仁
王

護
国
般

若
波
羅

蜜
多
経
』

と

な
っ

て

い

る
。

た
だ
し

羅

　
　

什
訳
の

注
記
に、

元
本
と
明

本
に
は

「

佛
説
」

が

無
か
っ

た
こ

と

が
記
さ
れ

て

い

る
。

（

68）

『

定
本

弘
法
大
師
全

集
』

第
四
巻

、

一

四

九

（

69）

大
正
三
三
、

三

六
一
、

下

（

70）

大
正
三

三
、

四
三

五
、

中

（

71
）

『

佛
地

経

論
』

親
光
造
玄

奘
訳
「

於
此
經

中
總
有
三

分
。

一

教
起
因
縁

分
。

二

聖

教
所
説
分

。

三

依
教
奉
行
分

。

教
所
被
機
來
是

　

　
教
起

所
因
所
縁
故

。

名

教
起
因
縁

分
。

正

顯
聖
教
所
説

法
門
品
類
差
別

故
。

名
聖

教
所
説
分

。

顯
彼
時
衆
得
聞
佛
聖

教
歡
喜
奉
行

　

　
故

。

名
依
教
奉
行
分

。

（

大
正
二

〇
、

二

九
一
、

下）
」

（

72）

大
正
三

三
、

四
九

四
、

下

（

73
）

『

智
顎
疏
』

に

は

「

此
經
八

品
。

序
品

爲
序
分

。

觀
空

品
下

六

品

爲
正

説

分
。

嘱
累
品
爲
流

通
分

。

（

大
正

三

三
、

二

五

五
、

中
ば

　

　
と
あ
る

。

（

74
）

こ

の

「

安
国
大
法

師
」

に

つ

い

て

は

詳
し
い

こ

と
が

わ
か

ら

な
い

。

た
だ

し

道
氤
集
『

御
注
金

剛
般

若
波
羅

蜜
経
宣

演
』

に

　

　
「

安
國

法
師
釋
云

。

由
二

乗
人

不
能
了

此
經
名
爲
不
了

。

非
謂
此

經
於
義
不
了

也
。

」

（

大
正
八
五
、

六
」
、

下
）

と

引
用
さ
れ

て

　

　
い

る

の

と

同
一

人

物
で

あ
ろ

う
と

思
わ

れ
る

。

『

仁
王

経
』

の

注

釈
疏
を

記
し
た

唯

識
系
の

学
匠
で

あ
ろ

う
か

。

既
に

平
井
宥
慶

　

　
氏
（
前

掲
論
文
〉

に

よ

り

『

良
賁
疏
』

と

こ

の

『

宣
演
』

と

の

近
似

性
が

指
摘
さ
れ
て

お

り
、

『

良

賁
疏
』

に

お
け
る

「

安
国
大

　

　
法
師
」

の

引
用
は

『

宣

演
』

と

の

関
連
を
連

想
さ

せ

る
。

（
75
）

『

定
本
弘
法
大
師
全
集
』

第
四

巻、

一

五

〇
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（

76
）

大
正
三

三
、

四
〇

七
、

下

（

77
）

大
正
三

三
、

四
八

八
、

上

【

キ
ー

ワ

ー
ド

】

仁
王
経、

仁
王

経
開
題、

仁
王

経
疏

、

護
国
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